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２
０
１
３
年
2
月
5
日
、
本
学
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
地
下
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
Ｖ
４
（
ヴ
ィ

シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
）
＋
日
本　

東
方
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
（V

isegrad Group and 
Japan, together for Eastern Partnership

）」

が
、
外
務
省
、
Ｖ
４
諸
国
、
本
学
の
共
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
欧
の
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ロ
バ
キ
ア
の
4
か
国
は
、
各
国
間
の
友
好
と
協
力

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
力
の
枠
組
み
と
し

て
「
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
」
を
形
成
し

て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
の
総
称
と
し
て
「
ヴ
ィ
シ
ェ
グ

ラ
ー
ド
4
か
国
（
Ｖ
４
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
「
Ｖ
４
＋
日
本
」
と
し
て
、
Ｖ
４
と
の

対
話
・
協
力
を
推
進
し
て
お
り
、
外
務
省
が
経
済
、

環
境
、
開
発
協
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
等
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深

め
る
な
か
、
特
に
中
欧
地
域
と
の
教
育
交
流
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
Ｖ
４
議
長
国
を
務
め
る
今

回
、
Ｖ
４
諸
国
の
関
心
も
高
い
「
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」（Eastern　

Partnership

：
Ｅ
Ｕ
が
欧

州
近
接
国
施
策
と
し
て
東
方
６
か
国
〈
グ
ル
ジ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
モ
ル
ド
バ
、

ア
ル
メ
ニ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
〉
に
対
す
る
地
域
的
協

力
関
係
を
強
化
す
る
枠
組
み
）
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

更
に
幅
広
い
層
へ
の
日
本
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
対
象
地
域
の
認
知
・
理
解
促
進
を
目
的
に
、

中
欧
地
域
の
大
学
と
交
流
関
係
の
深
い
本
学
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で

す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
日
本
政
府
を
は
じ
め
、
Ｖ
４
お

よ
び
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
対
象
国
の
大
使
や
22

か
国
の
大
使
館
の
外
交
団
、
本
学
関
係
者
、
学
生
、

有
識
者
、
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
支
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
企
業
の
方
々
ら
約
１
５
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
、

水
田
宗
子
理
事
長
は
「
今
回
の
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
を
本
学
で
開
く
こ
と
が
で
き
て

誠
に
光
栄
で
す
。
本
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き

る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
お
り
、
次
世
代
を
担
う
本

学
の
学
生
や
留
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
、
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
は
大
変
有
意
義
な
機
会
と
な
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
城
内
実
外
務
大
臣
政
務
官
、
ポ
ー
ラ
ン

JOSAI INTERNATIONAL CENTER
for the Promotion of Art and Science
(JICPAS)

国
際
交
流
活
動

本
学
に
て
、「
Ｖ
４
＋
日
本

東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
２
月
５
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

水田理事長によるオープニングスピーチ

22か国の大使館から関係者が参加
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な
お
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
エ
ド
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー

ン
ド
大
学
（Eötvös Loránd U

niversity

）
か
ら

城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
大
学
院
に
留
学
し
、
卒

業
後
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
に
外
交
官
と
し
て
勤

務
し
て
い
る
ア
ン
ナ
・
バ
ー
リ
ン
さ
ん
も
、
本
セ
ミ

ナ
ー
に
外
交
団
の
一
人
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
本

学
の
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
は
着
実
に
成
果

を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
２
０
０
８
年
以
降
、
城
西
大

学
・
城
西
国
際
大
学
両
学
で
の
べ
２
千
名
の
学
生
が

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
４
月

か
ら
は
、
加
え
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
・
チ
ェ
コ
語
の
授

業
も
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
、
今
後
一
層
の
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ド
外
務
次
官
の
グ
ラ
ズ
ィ
ナ
・
ベ
ル
ナ
ト
ヴ
ィ
チ
博

士
、
駐
日
欧
州
連
合
代
表
部
代
表
・
大
使
の
ハ
ン

ス
・
デ
ィ
ー
ト
マ
ー
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ス
グ
ー
ト
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
昼
食
を
挟
ん
で
テ
ー
マ
別
に
以
下

の
四
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
各
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
日
本
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
対
象
地
域
に
お

け
る
各
分
野
の
専
門
家
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
、
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
か
ら
松
野
研
一
教
授
が
各
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
議
論
を
大
い
に
深

め
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
、
城
西
国
際
大
学

の
柳
澤
伯
夫
学
長
が
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ
リ
ス
ト
や
聴
講
者
た
ち
が
集

い
、
日
本
と
Ｖ
４
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
対
象
地
域

の
今
後
の
協
力
・
発
展
に
関
す
る
意
見
交
換
等
が
活

発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
Ｖ
４
お
よ
び
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
対
象
地
域
の
各
分
野
に
お
け
る
対

話
・
協
力
体
制
整
備
に
向
け
た
課
題
や
今
後
の
方
向

性
が
共
有
さ
れ
る
と
も
に
、
聴
講
し
た
本
学
学
生
ら

に
と
っ
て
も
、
各
国
の
代
表
者
の
生
の
声
を
聞
き
、

外
交
の
現
場
を
実
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の

情
勢
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
つ
た
め
の
大
変
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

セミナーの様子

グラズィナ・ベルナトヴィチ博士のキーノートスピーチ

ハンス・ディートマール・シュヴァイスグート氏のキーノートスピーチ

●セッション１
Democracy, Good Governance, Stability

（民主主義、良好なガバナンス、安定性）

●セッション２
Economic integration and cooperation

（経済統合と経済協力）

●セッション３
Energy security（エネルギー保障）

●セッション４
Direction of Eastern Partnership and 
Japanese Diplomacy

（東方パートナーシップの方向性と日本の外交）

城内実外務大臣政務官のキーノートスピーチ
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に
も
わ
ず
か
３
名
し
か
授
与
さ
れ
て
い
な
い
大
変
価

値
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
のA

nnual Science 
Conference

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
授
与
式
に

は
、Éva Sándor-K

riszt

学
長
を
は
じ
め
各
学
部

長
ら
が
出
席
し
、Éva

学
長
か
ら
水
田
理
事
長
に
特

別
栄
誉
教
授
の
証
書
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
今
回
の
授
与
を
記
念
し
て
水
田
理

事
長
が
「
21
世
紀
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
女
性

の
役
割
の
変
容
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
同
大
学
の
学
生

や
教
職
員
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
水
田
理
事
長
が
こ
れ
ま
で
他
学
か
ら

受
け
た
名
誉
学
術
称
号
は
中
国 

華
南
師
範
大
学

（South China N
orm

al U
niversity

）
名
誉
教

授
、
韓
国 

東
西
大
学
（D

ongseo U
niversity

）

名
誉
博
士
、
ハ
ン
ガ
リ
ー 

セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト

バ
ー
ン
大
学
（Szent István U

niversity

）
名

誉
博
士
、
中
国 

東
北
大
学
（N

ortheastern 
U

niversity

）
名
誉
教
授
に
次
ぐ
五
つ
目
と
な
り
ま

し
た
。

　

授
与
式
終
了
後
、
城
西
大
学
訪
問
団
は
学
内
に
て

同
学
の
日
本
語
教
育
研
究
成
果
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
見
学
し
た
後
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
内
に
て
本

学
か
ら
の
留
学
生
や
、
本
学
へ
の
来
年
度
留
学
希
望

者
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
交
代
で

ド
ナ
ウ
河
沿
い
の
観
光
名
所
を
日
本
語
で
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
本
学
は
、
今
年
度
よ
り
〝
世
界
の
中
の
日
本

を
理
解
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材
育
成
〟
を
目
指
し
て

「
世
界
の
中
の
日
本
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
が
、
そ
の
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し

て
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
と
の
間
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

計
画
中
で
あ
り
、
今
回
は
、
元
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大

使
シ
ュ
デ
ィ
・
ゾ
ル
タ
ン
氏
と
エ
リ
カ
夫
人
も
含
め

て
打
ち
合
わ
せ
を
も
ち
、
具
体
的
な
実
施
内
容
、
今

後
の
進
め
方
や
準
備
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
同
日
夜
に
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
内
に
お

い
て
、
駐
ハ
ン
ガ
リ
ー
日
本
大
使
館
の
山
本
忠
通

大
使
を
は
じ
め
と
す
る
大
使
館
関
係
者
と
会
食
を

し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
学
と
の
学
術
交
流
の
状
況

や
今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
ご
説
明
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
取
組
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

翌
９
日
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
内
の
フ
ェ
レ
ン
ツ
・

ホ
ッ
プ
東
洋
美
術
館
（Ferenc H

opp M
useum

 
of East A

sian A
rts

）
を
訪
問
、
見
学
し
ま
し
た
。

本
美
術
館
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
最
大
の
東
洋
美
術
品

を
所
蔵
す
る
美
術
館
と
し
て
有
名
で
、
本
学
「
世
界

の
中
の
日
本
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
文

化
を
学
ぶ
授
業
の
受
け
入
れ
先
と
し
て
決
定
し
て
い

る
二
つ
の
美
術
館
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

　

２
０
１
２
年
11
月
８
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問

中
の
学
校
法
人
城
西
大
学
の
水
田
宗
子
理
事
長
は
、

ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
（Budapest Business 

School

）
に
お
い
て
、
同
学
の
特
別
栄
誉
教
授

（Professor H
onoris Causa

）
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
学
と
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
は
、
２
０
０
７
年

１
月
に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
以
来
、
交
換
留

学
や
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
積
極
的
に
交
流
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
特
別
栄
誉
教
授
は
、
こ
れ
ま
で
の
両
学
の
交
流
に

お
け
る
水
田
理
事
長
の
多
大
な
功
績
に
対
し
て
授
与

さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
特
別
栄
誉
教
授
は
ブ
ダ

ペ
ス
ト
商
科
大
学
で
は
最
高
の
称
号
で
あ
り
、
過
去

授与とともに祝福を受ける水田理事長

学生たちがドナウ河の名所を日本語で紹介

美術館の様子

名
誉
学
位

ハ
ン
ガ
リ
ー 
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
よ
り
特
別
栄
誉
教
授
を
授
与

日
時
：
２
０
１
２
年
11
月
８
日

場
所
：
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
、ハ
ン
ガ
リ
ー

名誉学位



No.16  2013.3.31

4

ち
回
り
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
次
回

は
、
２
０
１
３
年
の
夏
に
韓
国
の
東
西
大
学
で
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

城
西
大
学
お
よ
び
城
西
国
際
大
学
は
、
２
０
１
２

年
９
月
１
日
か
ら
16
日
の
約
２
週
間
の
日
程
で
、
マ

レ
ー
シ
ア
に
て
英
語
集
中
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、

海
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
結
ん

で
多
様
な
国
際
交
流
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
そ
の
一
環
と
し
て
両
大
学
の
学
生
た
ち
の
英
語
力

と
異
文
化
理
解
の
向
上
を
目
指
し
て
、
本
学
と
学
術

交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ

ル
・
ラ
ー
マ
ン
大
学
（U

niversiti T
unku A

bdul 

R
ahm

an

〔
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｒ
〕）
で
英
語
漬
け
と
な
る
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
は
、
多
文
化
・
多
民
族
が
共
生
し
て

い
る
た
め
英
語
が
共
通
語
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
は
最
適
な
国
の
一
つ
で

す
。
本
学
も
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
交
流
を
強
化
し
て
お

り
、
現
在
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｒ
を
含
め
た
四
つ
の
大
学
と
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
城
西
大
学
お
よ
び
城
西
国
際
大
学
か
ら

合
計
約
90
名
も
の
学
生
が
参
加
し
、
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｒ
の
英

語
教
員
が
主
体
と
な
っ
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

授
業
は
、
英
語
レ
ベ
ル
別
に
五
つ
の
ク
ラ
ス
に
別
れ

て
１
日
６
時
間
×
10
日
間
と
い
う
ハ
ー
ド
な
集
中
講

義
で
し
た
が
、
英
語
に
よ
る
ゲ
ー
ム
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
も
含
め
、
学
生
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら

英
語
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
英

語
以
外
に
も
ペ
ラ
州
の
地
域
振
興
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｒ
の
学
生
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
を
体
験
し
た
り
し
て
海
外
を
肌
で
感

じ
、
多
文
化
社
会
理
解
と
国
際
交
流
を
深
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
英
語
集
中
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
90
名
の
学
生
が
参
加

日
時
：
２
０
１
２
年
９
月
１
日
～
16
日

場
所
：
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
大
学
、マ
レ
ー
シ
ア

英語集中研修プログラムの様子

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ペ

ト
ラ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
（Petra Christian 

U
niversity

）、
韓
国
の
東
西
大
学
（D

ongseo 
U

niversity

）、
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ

ル
リ
ス
大
学
（
通
称
：
ユ
ニ
マ
ッ
プ
工
科
大
学
〔
Ｕ

ｎ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｐ
〕、U

niversiti M
alaysia Perlis

）、

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
大
学
（Bangkok U

niversity
）

とA
sia Sum

m
er Program

 2012

を
共
同
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
従
来
の
語
学
研
修
だ
け
で

な
く
、
英
語
を
用
い
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
、

農
業
、
環
境
、
工
学
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
専
門
科

目
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
第

１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
第
２
の
都

市
で
あ
る
ス
ラ
バ
ヤ
市
に
あ
る
ペ
ト
ラ
・
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
大
学
に
て
、
２
０
１
２
年
７
月
16
日
か
ら
８

月
３
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
城

西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
か
ら
18
名
が
参
加
し
、
参

加
６
大
学
合
計
で
約
１
５
０
名
が
一
堂
に
会
し
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
中

小
企
業
」「
ス
ラ
バ
ヤ
の
ビ
ジ
ネ
ス
」「
米
や
食
物
の

経
済
学
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
経
済
学
」「
持
続
可

能
な
エ
コ
素
材
」「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
」
等
の
幅
広

い
テ
ー
マ
を
英
語
で
学
び
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
３
日
間
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
授
業
が
開
催
さ

れ
、
バ
テ
ィ
ク
染
め
（
ジ
ャ
ワ
更
紗
）、
伝
統
舞
踊
、

伝
統
武
道
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
週
末
に

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
文
化
や
食
文
化
を
伝
え
る
催
物

も
開
催
さ
れ
、
食
を
通
じ
た
異
文
化
交
流
も
体
験
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
て
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
の
大
学
生
と
交
流
を
深

め
、
文
化
や
宗
教
の
多
様
性
、
他
者
と
の
共
生
に
つ

い
て
学
び
、
国
際
社
会
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
基
礎
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
本
学
の
目
指

す
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
」
教
育

の
一
つ
と
し
て
、
貴
重
な
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

A
sia Sum

m
er Program

は
、
参
加
大
学
が
持

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
のA

sia Sum
m

er Program

に
参
加

日
時
：
２
０
１
２
年
７
月
16
日
～
８
月
３
日

場
所
：
ぺ
ト
ラ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

伝統染物の授業を終えて
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２
０
１
２
年
10
月
３
日
、
タ
イ
の
「
泰
日
経

済
技
術
振
興
協
会
」（T

echnology Prom
otion 

A
ssociation 

（T
hailand-Japan

）〔
Ｔ
Ｐ
Ａ
〕）
の

プ
ラ
ユ
ー
ン
・
シ
オ
ワ
ッ
タ
ナ
ー
会
長
が
学
校
法
人

城
西
大
学
に
来
学
し
、
水
田
宗
子
理
事
長
と
面
会
し

た
後
、
本
学
と
同
協
会
は
「
連
携
協
力
に
関
す
る
合

意
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
件
は
、
本
学
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

土
居
征
夫
所
長
が
推
進
す
る
国
際
的
な
産
学
連
携
・

人
材
育
成
活
動
の
一
環
と
し
て
実
現
し
た
も
の
で

す
。

　

泰
日
経
済
技
術
振
興
協
会
は
、
元
日
本
留
学

生
・
研
修
生
が
中
心
と
な
り
、
タ
イ
の
経
済
発
展
の

た
め
、
日
本
か
ら
タ
イ
へ
の
最
新
技
術
と
知
識
の

移
転
・
普
及
、
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

１
９
７
３
年
に
設
立
さ
れ
た
公
益
法
人
で
す
。
そ
し

て
設
立
以
来
、
日
本
の
産
業
育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
用

い
た
産
業
セ
ミ
ナ
ー
や
工
業
計
測
、
語
学
講
座
な

ど
、
タ
イ
の
中
で
日
本
の
生
産
、
生
産
管
理
技
術

を
導
入
し
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
同
協
会
は
「
日
本
型
も
の
づ
く
り
大
学
」
を
目

指
し
て
２
０
０
７
年
に
設
立
さ
れ
た
泰
日
工
業
大
学

（T
hai-N

ichi Institute of T
echnology

）
の
母

団
体
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の
さ

ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
て
お

り
、
最
近
で
は
特
に
中
欧
や
ア
ジ
ア
で
の
国
際
交
流

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
プ
ラ
ユ
ー
ン
会
長
と
水
田
理
事
長
の
会
見

で
、
今
後
泰
日
経
済
技
術
振
興
協
会
と
本
学
で
教
職

員
や
学
生
・
研
修
生
の
交
流
や
語
学
研
修
、
両
国
文

化
交
流
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
関
す
る
諸

事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
共
同
研
究
や
両
国
の
中
小

企
業
関
係
者
の
相
互
交
流
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
確
認
し
あ
い
、
合
意
書
に
締
結
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
合
意
を
契
機
に
、
今
後
、
本
学
と
タ
イ
の

大
学
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
学
術
交
流
が
始
ま
る
こ
と

が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
訪
問
団
は
、
２
０
１
２
年
10
月
10
日
香
港
城
市

大
学
（City U

niversity of H
ong K

ong

）
を
訪

問
し
、
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
水
田
理
事
長
、
北
村
幸
久
理
事
長
補
佐
ら

がW
ay K

uo

学
長
、C. T

. Liu

特
別
教
授
ら
と
会

見
し
、
交
換
留
学
や
学
部
交
流
を
核
と
し
て
、
今
後

両
大
学
で
さ
ま
ざ
ま
な
学
術
交
流
を
行
っ
て
い
く
こ

と
で
合
意
し
、
協
定
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　

特
に
今
後
は
メ
デ
ィ
ア
関
連
等
で
の
交
流
が
想
定

さ
れ
、
当
日
も
協
定
締
結
後
の
学
内
見
学
に
続
い

て
、
か
つ
て
城
西
国
際
大
学
に
２
年
勤
務
し
て
お
ら

れ
たLouisa W

ei

助
教
授
と
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
打
ち
合
わ
せ
を
も
ち
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
等
も
詳
し

く
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の
さ

ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
る
な

か
、
最
近
で
は
特
に
中
欧
や
ア
ジ
ア
で
の
国
際
交
流

を
強
化
し
て
お
り
、
今
回
も
そ
の
一
環
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

香
港
城
市
大
学
は
、
１
９
８
４
年
に
設
立
さ
れ

泰
日
経
済
技
術
振
興
協
会
と
連
携
協
力
を
合
意

日
時
：
２
０
１
２
年
10
月
３
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

香
港
城
市
大
学
を
訪
問
、学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
２
年
10
月
10
日

場
所
：
香
港
城
市
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

合意書を締結する水田理事長とプラユーン会長

学術交流協定を締結

香港城市大学キャンパス
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ち
と
の
面
会
が
行
わ
れ
、
本
学
の
紹
介
や
チ
ェ
コ
と

の
交
流
状
況
等
に
つ
い
て
の
説
明
、
意
見
交
換
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
の
学
生
・

教
員
ら
１
５
０
名
が
待
つ
地
下
ホ
ー
ル
に
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は

「
本
学
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
交
流
が
進
み
、
今
年
も

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
21
名
の
学
生
が
本
学
に
留
学
し
、

本
学
で
も
１
千
名
以
上
の
学
生
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を

学
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
副
総
裁
、
大
使
の
ご
来
学

に
よ
り
今
後
チ
ェ
コ
と
の
交
流
が
進
ん
で
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
、
激
動
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
の
最
前
線
で
一
国
の
経
済
活
動
の
根
底
を

支
え
る
中
央
銀
行
の
副
総
裁
の
お
話
を
伺
え
る
非
常

に
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
皆
さ
ま
の
得
難
い
経
験
に

な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ィ
ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー
大
使
も
「
４
月
に
行
わ
れ
た
城

西
国
際
大
学
20
周
年
記
念
の
世
界
学
長
会
議
に
招
か

れ
、
充
実
し
た
国
際
交
流
ぶ
り
に
大
い
に
感
心
し
ま

し
た
。
今
後
は
チ
ェ
コ
の
大
学
と
の
交
流
も
盛
ん
に

な
り
、
来
年
に
は
相
互
に
留
学
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
副
総
裁
に
「
チ
ェ
コ
経
済
と
金
融
政

策
、
欧
州
債
務
危
機
の
衝
撃
」
と
題
し
た
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
チ
ェ
コ
経
済
の
概

要
・
特
徴
や
、
経
済
危
機
に
お
け
る
チ
ェ
コ
経
済
と

国
立
銀
行
の
金
融
政
策
、
今
後
の
マ
ク
ロ
経
済
の
見

通
し
、
欧
州
経
済
危
機
の
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
に
つ
い

て
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
席
し
て
い

た
学
生
た
ち
は
皆
熱
心
に
講
演
に
聞
き
入
っ
て
お

り
、
講
演
後
に
は
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
講
演
終
了
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
お
い
て

も
、
各
国
か
ら
の
留
学
生
を
含
む
本
学
の
学
生
ら
が

ス
ピ
ー
チ
や
意
見
交
換
な
ど
で
副
総
裁
や
大
使
ら
と

積
極
的
に
交
流
し
、
大
変
充
実
し
た
国
際
交
流
の
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

講演するトムシーク副総裁

講演の様子

　

２
０
１
２
年
10
月
16
日
、
チ
ェ
コ
共
和
国
の
国
立

銀
行
副
総
裁
ヴ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ト
ム
シ
ー
ク
氏
が
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ
れ
、
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の
さ

ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
る
な

か
、
特
に
中
欧
地
域
と
の
教
育
交
流
を
強
化
し
て
お

り
、
す
で
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
は
語
学
・
学
生
の
交
換

な
ど
を
通
じ
、
活
発
に
交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
隣
国
で
あ
る
チ
ェ
コ
に
関
し
て
も
、
水
田
理
事

長
の
チ
ェ
コ
共
和
国
大
使
館
訪
問
を
契
機
に
、
カ
テ

リ
ー
ナ
・
フ
ィ
ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー
大
使
の
ご
紹
介
に
よ

り
２
０
１
２
年
３
月
に
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
と
学
術
交

流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
の
後
６
月
に
は
本

学
訪
問
団
が
カ
レ
ル
大
学
（Charles U

niversity 
in Prague

）、
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
（U

niversity of 
Econom

ics, Prague

）、マ
サ
リ
ク
大
学（M

asaryk 
U

niversity

）
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
交
流
実
績
に
基
づ
き
、
10
月
９
日
か
ら

日
本
で
開
か
れ
た
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）・
世

界
銀
行
年
次
総
会
に
出
席
の
た
め
ト
ム
シ
ー
ク
副
総

裁
が
来
日
さ
れ
て
い
る
の
を
機
に
、
本
学
と
チ
ェ
コ

の
教
育
交
流
の
一
環
と
し
て
フ
ィ
ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー
大

使
ら
と
共
に
今
回
来
学
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
玄
関
で
チ
ェ
コ
の
国
旗

を
振
る
多
数
の
学
生
た
ち
が
お
出
迎
え
し
ま
し
た
。

そ
し
て
講
演
に
先
立
ち
、
理
事
長
や
本
学
関
係
者
た

チ
ェ
コ
国
立
銀
行
副
総
裁
が
来
学
、講
演
を
開
催

日
時
：
２
０
１
２
年
10
月
16
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

会見する水田理事長とフィアルコヴァー大使（中）、トムシーク副総裁（右）

た
、
香
港
・
九
龍
に
本
部
を
置
く
公
立
大
学
で
す
。

経
営
学
部
や
法
学
部
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
学
部
な
ど
７
学
部
が
あ
り
、
特
に
メ
デ
ィ

ア
関
連
が
有
名
で
す
。
約
２
万
名
の
学
生
を
有
し
て

お
り
、
関
連
す
る
業
界
と
の
連
携
を
通
じ
て
学
生
に

さ
ま
ざ
ま
な
実
務
経
験
を
積
ま
せ
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｑ
Ｓ 

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
２
０
１
２
︱
２
０
１
３
年

版
で
は
95
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
学
術
交
流
締
結
に
よ
り
、
今
後
両
大
学
の

間
で
具
体
的
な
交
流
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
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第
２
次
世
界
大
戦
中
の
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人

虐
殺
か
ら
、
約
10
万
人
も
の
命
を
救
っ
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
実
業
家
ラ
ウ
ル
・
ワ
レ
ン
バ
ー
グ
氏
の
功
績

を
称
え
て
、
２
０
１
２
年
10
月
25
日
に
城
西
国
際
大

学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、「
ラ
ウ
ル
・

ワ
レ
ン
バ
ー
グ
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
植
樹
式
」
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
の
植
樹
は
、
ワ
レ
ン
バ
ー
グ
氏

の
歴
史
的
偉
業
を
学
生
た
ち
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
３
大
使
館
が
共
同
で
企
画
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

を
含
む
中
欧
の
大
学
と
交
流
の
深
い
本
学
に
て
行
わ

れ
た
た
も
の
で
す
。

　

ワ
レ
ン
バ
ー
グ
氏
は
１
９
１
２
年
生
ま
れ
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
人
で
、
ナ
チ
ス
に
占
領
さ
れ
た
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
外
交
官
と
し
て
赴
任

後
、
保
護
証
書
を
ユ
ダ
ヤ
人
に
配
布
す
る
な
ど
、
ユ

ダ
ヤ
人
の
救
出
に
奔
走
し
ま
し
た
。
１
９
８
１
年
、

ア
メ
リ
カ
が
ワ
レ
ン
バ
ー
グ
氏
に
名
誉
市
民
権
を
授

与
し
た
ほ
か
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
も
名
誉
市

民
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
コ
ヴ
ァ
ー
チ
・
ゾ
ル

タ
ー
ン
行
政
・
法
務
副
大
臣
を
は
じ
め
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
ニ
シ
ム
・
ベ
ン
シ
ト
リ
ッ
ト
大
使
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
ラ
ー
シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ
エ
大
使
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
セ
ル
ダ
ヘ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
使
３
か
国
の

大
使
ら
が
出
席
し
て
、
ワ
レ
ン
バ
ー
グ
氏
の
信
念
に

基
づ
い
た
生
き
方
を
象
徴
す
る
約
５
メ
ー
ト
ル
の
白

樺
を
皆
で
植
樹
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
水
田
記
念
ホ
ー
ル
に
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
教
育
資
料
セ
ン
タ
ー
の
石
岡
史
子
氏

に
よ
る
記
念
講
演
会
「
10
万
人
を
救
っ
た
ラ
ウ
ル
・

ワ
レ
ン
バ
ー
グ
～
行
動
力
で
世
界
を
変
え
た
人
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ワ
レ
ン
バ
ー
グ
氏
の
功
績
や
そ
の

活
動
内
容
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
恐
ろ
し
さ
な
ど
が
映

像
を
交
え
て
説
明
さ
れ
、
国
際
関
係
に
関
心
を
持
つ

５
０
０
人
余
り
の
学
生
が
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し

た
。

ラ
ウ
ル
・
ワ
レ
ン
バ
ー
グ
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
植
樹
式

日
時
：
２
０
１
２
年
10
月
25
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

イスラエルのニシム・ベンシトリット特命全権大使

ハンガリーのセルダヘイ・イシュトバーン特命全権大使

ハンガリーのコヴァーチ・ゾルターン行政・法務副大臣

スウェーデンのラーシュ・ヴァリエ特命全権大使

ラウル・ワレンバーグ氏生誕100周年を記念して白樺を植樹しました
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代表で水田理事長から賞状を授与されるビューテ・ベッティナさん

親善大使に任命された二人と水田理事長、森本学長、柳澤学長

　

２
０
１
２
年
10
月
26
日
、
水
田
宗
子
ハ
ン
ガ

リ
ー
奨
学
生
表
彰
式
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
創
立
さ
れ
て
３
年
目
と
な

る
今
年
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
（Budapest 

Business School

）、
コ
ル
ビ
ナ
ス
大
学
（Corvinus 

U
niversity of Budapest

）、
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト

バ
ー
ン
大
学
（Szent István U

niversity

）、
エ
ト

ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
（Eötvös Loránd 

U
niversity

）、
ニ
ー
レ
ジ
ハ
ー
ザ
大
学
（College 

of N
yíregyháza

）、
カ
ー
ロ
リ
・
ガ
シ
ュ
パ
ー
ル
・

カ
ル
ビ
ン
派
大
学
（K

ároli Gáspár U
niversity of 

the Reform
ed Church in H

ungary

）、
セ
ゲ
ド

大
学
（U

niversity of Szeged

）
か
ら
城
西
大
学
お

よ
び
城
西
国
際
大
学
に
留
学
し
て
い
る
奨
学
生
計
17

人
に
水
田
理
事
長
が
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

奨
学
生
を
代
表
し
て
、
城
西
国
際
大
学
国
際
人
文

学
部
に
留
学
中
の
ヤ
ン
ボ
ー
ル
・
ア
リ
ズ
・
ラ
ウ
ラ

さ
ん
が
「
本
奨
学
金
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
安
心
し

て
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
、
水
田
理
事
長
を
は
じ

め
両
学
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
日
本
に
留
学
で
き
る
こ
の
１
年
間
で
日
本
語

は
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
・
芸
術
・
文
化
な
ど
日
本
の
さ

ま
ざ
ま
な
伝
統
や
、
日
本
の
経
済
・
社
会
な
ど
を
学

び
、
日
本
へ
の
理
解
を
一
層
深
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
母
校
の
代
表
と

し
て
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
交
流
を
さ
ら
に
深

め
ら
れ
る
活
動
を
積
極
的
に
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
１
年
間
が
私
た
ち
の
将
来
を
変

え
る
忘
れ
ら
れ
な
い
１
年
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」
と
流
暢
な
日
本
語
で
謝
辞
と
決
意
表
明
を
述
べ

ま
し
た
。

水
田
宗
子
ハ
ン
ガ
リ
ー
奨
学
生
表
彰
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
２
年
10
月
26
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
１
２
年
10
月
25
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ラ
工
科
大
学
（U

niversiti 
T

eknologi M
A

RA

）
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

本
年
７
月
に
水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学

校
法
人
城
西
大
学
の
マ
レ
ー
シ
ア
訪
問
団
が
同
学
を

訪
問
し
、
ア
ズ
ニ
・
ザ
イ
ン
・
ア
ー
メ
ッ
ド
副
学
長

以
下
、
主
に
国
際
関
係
担
当
の
方
々
と
面
談
し
て
、

学
生
の
相
互
留
学
の
検
討
、
観
光
学
に
お
け
る
ダ
ブ

ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
、
メ
デ
ィ

ア
学
部
と
の
提
携
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
ら
が
結
実
し
て
今
回
の
協
定
締
結
に

至
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
協
定
は
、
両
学
の
交
流
を
活
発
に
し
、
学

術
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
締
結
さ
れ
た
も
の

で
、
今
後
両
学
で
は
教
育
や
研
究
、
大
学
提
携
と

い
っ
た
専
門
分
野
に
お
け
る
教
職
員
の
交
流
、
大
学

院
生
や
学
部
生
の
交
換
留
学
、
学
術
的
な
情
報
や
資

料
の
共
有
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

同
学
で
は
日
本
語
教
育
に
も
注
力
し
て
お
り
、
中

等
教
育
修
了
者
を
対
象
と
す
る
日
本
留
学
の
た
め
の

予
備
教
育
を
行
う
コ
ー
ス
も
保
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
城
西
国
際
大
学
の
日
本
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
同
学
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
け
る
今
後
の
協
働
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
最
大
規
模
ク
ラ
ス
の
観
光
学
部
も

有
し
て
お
り
、
観
光
学
関
連
で
の
交
流
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

マ
ラ
工
科
大
学
は
、
マ
レ
ー
系
国
民
の
高
等
教
育

を
目
的
と
し
て
１
９
５
６
年
に
創
設
さ
れ
た
国
立
大

学
で
、
全
国
20
か
所
以
上
の
キ
ャ
ン
パ
ス
、
21
の
提

携
大
学
を
持
ち
、
１
万
７
千
名
の
教
職
員
を
擁
す
る

マ
レ
ー
シ
ア
最
大
の
高
等
教
育
機
関
で
す
。

マ
レ
ー
シ
ア 

マ
ラ
工
科
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
２
年
10
月
25
日

受賞者の皆さん
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そ
の
後
、
水
田
理
事
長
よ
り
「
私
た
ち
の
進
め
て

き
た
、
多
く
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
学
生
に
日
本
で
学
ん

で
も
ら
う
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
短
期
間
の
間
に
定

着
し
、
素
晴
ら
し
い
成
果
を
出
し
て
い
る
こ
と
を
本

当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
大

使
を
は
じ
め
と
し
た
、
両
国
関
係
者
の
方
々
の
多
大

な
る
努
力
と
サ
ポ
ー
ト
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
世
界
を
作
っ
て
い

く
主
役
で
あ
る
留
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
本
で
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で
、
経
験
し
て
も
ら
い
、
こ

れ
ま
で
の
留
学
生
に
負
け
な
い
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
城
西
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
学
生
親
善
交
流
大

使
」
の
任
命
も
行
わ
れ
、
マ
ー
イ
エ
ル
・
チ
ッ
ラ
さ

ん
と
ヤ
ン
ボ
ー
ル
・
ア
リ
ズ
・
ラ
ウ
ラ
さ
ん
の
二
人

が
新
大
使
に
任
命
さ
れ
、
水
田
理
事
長
か
ら
大
使
の

タ
ス
キ
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
両
国
の
文
化
交
流
を

深
め
る
大
使
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
水
田
宗
子
ハ
ン
ガ
リ
ー
奨
学
金
は
、
２
０
０
９
年
12

月
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
の
シ
ョ
ー
ヨ
ム
・
ラ
ー
ス
ロ
ー

大
統
領
閣
下
（
当
時
）
が
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
立
さ
れ
た

奨
学
金
制
度
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
の
懸
け
橋
と
な

る
人
材
育
成
を
目
的
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
学
生
の
留
学
費

用
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

■城西大学 ６名
氏名：学部 出身大学
ビューテ・ベッティナさん：
経営学部 ブダペスト商科大学

マーイエル・チッラさん：
経営学部

コルビナス大学／
カーロリ・ガシュパール・カルビン派大学

ハノー・レナータさん：
経営学部 エトヴェシュ・ロラーンド大学

ヴァイス・エニクーさん：
経営学部 ニーレジハーザ大学

シュトルツ・ペーテル・チャパさん：
現代政策学部 コルビナス大学

ヴィッタイ・ドミニカさん：
経営学部 コルビナス大学

■城西国際大学 11名
ヤンボール・アリズ・ラウラさん：
国際人文学部 エトヴェシュ・ロラーンド大学

シラージ・アンドレアさん：
国際人文学部 カーロリ・ガシュパール・カルビン派大学

ナジ・ダービッドさん：
国際人文学部 セゲド大学

シャルカディ・エメシュさん：
メディア学部 ニーレジハーザ大学

アレクサンドラ－ベネデック・アンナさん：
国際人文学部 セゲド大学

ラニホーツキ・レギナさん：
国際人文学部 ブダペスト商科大学

エーシク・イルディコーさん：
観光学部 カーロリ・ガシュパール・カルビン派大学

リズニチェンコー・フェレンツさん：
観光学部 セント・イシュトバーン大学

チューケ・キッティさん：
国際人文学部 ニーレジハーザ大学

アールヴァイ・イシュトバン・タマーシュさん：
国際人文学部 ニーレジハーザ大学

ウーイヘイ・スィラールドさん：
国際人文学部 ニーレジハーザ大学

奨学生表彰者

　

２
０
１
２
年
11
月
６
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を

団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
訪
問
団
一
行
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
、
ウ
ッ
チ
の
ウ
ッ
チ
大
学

（U
niversity of Łódź

）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
学
と
は
、
本
年
６
月
の
訪
問
時
に
学
術
交
流
に

関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
理
事
長

訪
問
を
機
に
正
式
に
包
括
協
定
を
締
結
し
た
も
の
で

す
。

　

フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
ズ
・
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た
調
印

式
に
は
、
本
学
か
ら
は
水
田
理
事
長
、
北
村
幸
久
理

事
長
補
佐
を
は
じ
め
と
す
る
訪
問
団
メ
ン
バ
ー
が
出

席
し
、
ウ
ッ
チ
大
学
か
ら
は
ウ
ォ
ジ
ミ
エ
ル
ツ
・
ニ

キ
エ
ル
学
長
、
ゾ
フ
ィ
ア
・
ウ
ィ
ソ
キ
ン
ス
カ
副
学

長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ウ
ッ
チ
大
学
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
国
立

大
学
の
一
つ
で
、
１
９
４
５
年
に
設
立
さ
れ
学
生
数

は
４
万
２
千
人
で
す
。
国
際
交
流
も
活
発
に
展
開
し

て
お
り
、
国
際
学
・
政
治
学
部
内
の
東
洋
研
究
所
に

日
本
語
の
授
業
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
交
換
留
学
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
本
語

教
育
や
社
会
科
学
系
を
軸
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
本
学

と
の
学
術
交
流
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド 

ウ
ッ
チ
大
学
を
訪
問
、包
括
協
定
を
正
式
に
締
結

日
時
：
２
０
１
２
年
11
月
６
日

場
所
：
ウ
ッ
チ
大
学
、ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国

調印式の様子

ウィソキンスカ副学長、ムウォダフスカ教授ら関係者の方々との記念撮影
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２
０
１
２
年
11
月
７
日
午
後
、
水
田
宗
子
理
事
長

を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
訪
問
団
一
行

は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
工

科
大
学
（W

arsaw
 U

niversity of T
echnology

）

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
本
年
６
月
に
訪
問
し
た
際
に
今

後
の
学
術
交
流
に
つ
い
て
討
議
し
た
こ
と
を
受
け
た

２
度
目
の
も
の
で
、
水
田
理
事
長
ら
が
タ
デ
ウ
シ
・

ク
ー
リ
ッ
ク
副
学
長
、
ラ
イ
ム
ン
ド
・
バ
セ
ヴ
ィ
ッ

チ
副
学
長
ら
と
、
今
後
の
本
格
的
な
交
流
等
に
向
け

て
会
談
し
ま
し
た
。

　

ワ
ル
シ
ャ
ワ
工
科
大
学
は
、
キ
ュ
ー
リ
ー
夫
人
の

卒
業
校
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
金

属
・
硝
子
の
結
晶
化
、
合
金
等
の
著
名
な
研
究
者

で
も
あ
る
ク
ー
リ
ッ
ク
副
学
長
は
、
本
学
が
環
境

問
題
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決
へ
の
貢
献
を
目
指

し
て
こ
の
た
び
設
立
し
た
「
国
際
グ
リ
ー
ン
マ
テ
リ

ア
ル
研
究
所
（Josai International U

niversity 

水田理事長とクーリック副学長

ワルシャワ工科大学キャンパス

ワ
ル
シ
ャ
ワ
工
科
大
学
と
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
大
使
館
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
２
年
11
月
７
日

場
所
：
ワ
ル
シ
ャ
ワ
工
科
大
学
、ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国

ロドヴィッチ前ポーランド大使（中央）らと再会

両学関係者による記念撮影

　

２
０
１
２
年
11
月
７
日
午
前
、
水
田
宗
子
理
事
長

を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
訪
問
団
一
行

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本

情
報
工
科
大
学
（Polish-Japanese Institute of 

Inform
ation T

echnology

）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
学
と
は
２
０
１
１
年
９
月
に
学
術
交
流
協
定
を

締
結
し
て
お
り
、
10
月
に
は
同
学
か
ら
の
短
期
留
学

生
の
本
学
観
光
学
部
で
の
受
け
入
れ
も
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
協
定
締
結
後
水
田
宗
子
理

事
長
に
よ
る
初
の
正
式
訪
問
と
な
り
、
イ
エ
ジ
・
パ

ヴ
ェ
ウ
・
ノ
ヴ
ァ
ツ
キ
学
長
、
バ
ー
バ
ラ
・
ノ
ヴ
ァ

ツ
カ
国
際
担
当
副
学
長
ら
と
会
談
し
ま
し
た
。
会
談

で
は
、
長
期
留
学
や
メ
デ
ィ
ア
・
国
際
人
文
関
連
を

含
む
よ
り
深
い
交
流
促
進
に
向
け
て
相
互
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
で
あ
り
、
本
学

と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
の
交
流
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た

だ
い
た
ヤ
ド
ヴ
ィ
ガ
・
ロ
ド
ヴ
ィ
ッ
チ=

チ
ェ
ホ
フ

ス
カ
氏
と
、
そ
の
夫
君
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

監
督
の
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
ル
・
チ
ェ
ホ
フ
ス
キ
氏
の
お

二
人
も
現
在
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学
で
教

鞭
を
と
っ
て
お
ら
れ
、
今
回
の
訪
問
時
に
再
会
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
二
人
か
ら
は
、
今
後
の
両

学
の
メ
デ
ィ
ア
学
部
関
連
で
の
交
流
な
ど
、
今
後
の

交
流
強
化
に
向
け
た
ご
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学
は
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
日
本
政
府
間
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
共

同
開
発
を
目
的
と
し
て
１
９
９
４
年
に
設
立
さ
れ

た
私
立
大
学
で
す
。
学
生
数
４
千
名
で
、
情
報
科
学

部
、
新
メ
デ
ィ
ア
美
術
学
部
、
情
報
管
理
学
部
、
建

築
学
部
、
日
本
文
化
学
部
の
５
学
部
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
設
立
時
に
は
日
本
政
府
も
Ｉ
Ｔ
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
人
材
育
成
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
と
協
力

し
て
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
積
極
的
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
２
０
０
７
年
に
は
日
本
文
化
学
部
を
設

立
、
近
年
は
日
本
語
・
日
本
文
化
の
教
育
に
力
を
注

い
で
お
り
、
今
回
の
訪
問
時
も
大
学
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
に
日
本
画
や
書
道
、
短
歌
な
ど
の
日
本
文
化

の
作
品
類
が
多
数
飾
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
２
年
11
月
７
日

場
所
：
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学
、ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
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２
０
１
２
年
11
月
13
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
観
光
大
臣

ン
・
イ
ェ
ン
・
イ
ェ
ン
氏
が
安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来

学
さ
れ
、「
マ
レ
ー
シ
ア
観
光
の
現
状
と
展
望
」
を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
ス
ピ
ー
ド
」
と
「
統
合
的
ア
プ
ロ
ー

チ
」（
コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
マ

マ
レ
ー
シ
ア
観
光
大
臣
の
講
演
会
を
安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催

日
時
：
２
０
１
２
年
11
月
13
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
安
房
キ
ャ
ン
パ
ス

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
留
学
生
交
流
支
援
制
度
に

よ
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
セ
ン
ト
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大

学
（Szent István U

niversity

）
か
ら
城
西
国
際

大
学
環
境
社
会
学
部
に
短
期
留
学
中
（
２
０
１
２
年

11
月
15
日
か
ら
27
日
）
の
学
生
10
名
が
東
京
紀
尾
井

町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、『
日
本
伝
統
文
化
体
験
講
座
』
に
参

加
し
、
日
本
人
学
生
と
と
も
に
茶
道
を
通
じ
て
日
本

の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し
た
。
城
西
国
際

大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
の
プ
ル
チ
ョ
ウ
順
子
（
茶

名
：
宗
順
）
先
生
の
指
導
の
も
と
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
学
生
た
ち
は
茶
道
に
加
え
て
、
和
服
の
着

こ
な
し
や
華
道
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
お
茶
会
に
戸
惑
う
留
学
生
も
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
城
西
国
際
大
学
の
学
生
が
英
語
で
サ
ポ
ー

ト
し
、
茶
道
を
通
じ
て
打
ち
解
け
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
た
学
生
は
、
異
な
る

文
化
圏
の
人
々
に
自
国
の
伝
統
文
化
を
伝
え
る
難
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
も
日
本
文
化
の
奥
深
さ
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

レ
ー
シ
ア
が
世
界
有
数
の
観
光
立
国
に
な
っ
た
歴
史

的
・
文
化
的
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
に
、
多
く
の
示
唆
に
富

ん
だ
お
話
を
頂
き
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
は
じ
め
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
タ
イ
な
ど
、
ア
ジ
ア
各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

強
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
の

必
要
性
を
再
認
識
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
問
す
る
外
国
人
観
光
客
は
、
10

年
前
の
１
千
万
人
か
ら
、
現
在
は
２
千
５
０
０
万
人

ま
で
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
実
績
に
多
大
な
る
力
を

発
揮
さ
れ
た
ン
・
イ
ェ
ン
・
イ
ェ
ン
大
臣
の
講
演
と

い
う
こ
と
で
、
観
光
学
部
生
に
加
え
、
鴨
川
周
辺
の

皆
さ
ま
に
も
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
講
演
会
終
了
後
に
は
、
大
臣
来
学
を
記
念
し

た
陽
光
桜
の
植
樹
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
観
光
学
部
隣
接
の
安
房
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
て
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
も
含
め
た
国
内
外
で
多
く
の
ホ
テ
ル
を
立
ち
上

げ
運
営
し
て
き
た
梅
原
客
員
教
授
の
授
業
の
一
環
と

し
て
、
学
生
た
ち
が
料
理
を
大
臣
へ
サ
ー
ビ
ン
グ
し

ま
し
た
。
米
、
野
菜
、
魚
な
ど
の
食
材
は
全
て
地
元

鴨
川
産
を
使
用
し
ま
し
た
。
観
光
学
部
で
は
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
（
お
も
て
な
し
の
こ
こ
ろ
）
を

心
身
と
も
に
学
生
た
ち
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ

の
よ
う
な
実
践
的
教
育
を
徹
底
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

Global Institute for Green M
aterials

）」
の
客

員
教
授
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
本
学
と
の
関
係
も
深

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
メ
デ
ィ
ア
、
経
営
、
薬
学
関
連

で
の
両
学
の
交
流
が
始
ま
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ワ
ル
シ
ャ
ワ
工
科
大
学
は
、
１
８
２
６
年
に
設
立

さ
れ
た
学
生
数
３
万
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る

総
合
国
立
大
学
で
す
。
工
科
大
学
と
し
て
中
欧
最
大

の
規
模
で
す
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
も
強
く
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
経
済
界
に
多
数
の
経
営
者
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
工
科
大
学
訪
問
に
先
立
ち
、

訪
問
団
は
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
大
使
館
を
訪
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
山
中
誠
大
使
主
催
の
昼
食
会
に
お

招
き
い
た
だ
き
、
大
使
ら
大
使
館
関
係
者
だ
け
で

な
く
、
同
じ
く
招
待
を
受
け
て
い
た
前
述
の
ワ
ル

シ
ャ
ワ
工
科
大
学
の
両
副
学
長
や
、
こ
の
た
び
訪
問

し
た
ウ
ッ
チ
大
学
（U

niversity of Łódź

）、
ポ
ー

ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学
（Polish-Japanese 

Institute of Inform
ation T

echnology

）
の
方
々

と
も
親
し
く
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

マレーシアのダトスリ・ドクター・ン・イェン・イェン観光大臣

お茶を受ける学生たち

安房キャンパスでの植樹式

『
日
本
伝
統
文
化
体
験
講
座
』
に

セ
ン
ト
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学
の
学
生
が
参
加

日
時
：
２
０
１
２
年
11
月
20
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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２
０
１
３
年
１
月
18
日
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
大

学
（Bangkok U

niversity

）
マ
タ
ナ
・
サ
ン
テ
ィ

ワ
ッ
ト
学
長
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学

さ
れ
、
本
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の
さ
ま

ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
て
お

り
、
最
近
で
は
特
に
中
欧
や
ア
ジ
ア
で
の
国
際
交
流

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ン
コ
ク
大
学
と
は
昨
年
７
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ペ
ト
ラ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
教
大
学
（Petra 

Christian U
niversity

）
で
行
わ
れ
た
「
ア
ジ

ア
・
サ
マ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（A

sia Sum
m

er 
Program

）」
に
両
大
学
が
参
加
し
た
際
に
、
既
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
学
長
来
学
に
よ
り
学
術
交
流
を
締
結
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

バ
ン
コ
ク
大
学
は
１
９
６
２
年
に
設
立
さ
れ
た
タ

イ
最
古
で
最
大
の
私
立
大
学
と
し
て
知
ら
れ
、
経
済

学
部
、
人
文
学
部
、
法
学
部
、
工
学
部
、
芸
術
学
部

等
10
の
学
部
に
２
万
８
千
名
の
学
生
を
有
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
タ
イ
語
だ
け
で
な
く
英
語
で
講
義
が
行

わ
れ
る
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

マ
タ
ナ
・
サ
ン
テ
ィ
ワ
ッ
ト
学
長
は
キ
ャ
ン
パ
ス

に
ご
到
着
後
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る

学
校
法
人
城
西
大
学
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
ら
と
面
会

し
ま
し
た
。

　

締
結
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
「
今
回
の
合
意

を
機
に
両
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
日
本
と
タ
イ
の
さ
ら
な
る
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ッ
プ
と
両
学
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

寄
与
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
マ
タ

学術交流協定を締結

バ
ン
コ
ク
大
学
学
長
が
来
学
、学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
１
月
18
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
１
２
年
12
月
11
日
、
本
学
創
立
20
周
年
を
記

念
し
、「Prince T

akam
ado M

em
orial Sports 

Park

（
高
円
宮
殿
下
記
念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）」
に

て
、
公
益
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
後
援
に
よ

り
本
学
の
姉
妹
校
で
あ
る
韓
国
の
韓
南
大
学
校
を
迎

え
て
、
第
1
回
サ
ッ
カ
ー
国
際
親
善
試
合
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
名
誉
総
裁
を
務

め
ら
れ
て
い
る
高
円
宮
妃
殿
下
、
川
淵
三
郎
最
高
顧

問
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

試
合
に
先
立
ち
、
高
円
宮
妃
殿
下
、
金
炯
泰
韓
南

大
学
校
総
長
、
水
田
宗
子
理
事
長
に
よ
り
、
日
韓
両

国
に
自
生
し
て
い
る
黒
松
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

対
戦
相
手
の
韓
南
大
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
は
韓
国

で
も
強
豪
の
チ
ー
ム
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
韓
国

の
全
国
体
育
大
会
で
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　

試
合
は
、
国
際
審
判
員
の
西
村
雄
一
氏
が
主
審
を

務
め
、
序
盤
は
韓
南
大
学
校
の
ペ
ー
ス
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
前
半
15
分
に
韓
南
大
学
校
が
先
制
し
ま

し
た
が
、
本
学
も
徐
々
に
立
て
直
し
、
前
半
34
分
に

同
点
、
後
半
開
始
早
々
に
２
点
目
を
挙
げ
、
つ
い
に

逆
転
。
終
盤
は
韓
南
大
学
校
の
猛
攻
が
続
き
ま
し
た

が
、
本
学
が
リ
ー
ド
を
守
り
抜
き
、
２
対
１
で
勝
利

し
ま
し
た
。

　

試
合
後
、
水
田
記
念
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
て
地

域
の
皆
さ
ま
や
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
、
両
学
関
係
者
と

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
催
さ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て

両
学
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

Prince T
akam

ado M
em

orial Sports Park

開
設
記
念

韓
南
大
学
校
と
第
1
回
サ
ッ
カ
ー
国
際
親
善
試
合
を
開
催

日
時
：
２
０
１
２
年
12
月
11
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

親善試合に先立ち、松の記念植樹を終えて

選手たちの白熱したプレー
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修
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
主
と
し
て
次
の
４
項
目
の

教
育
に
資
す
る
機
会
を
学
生
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
学
生
の
育
成
を

目
指
す
と
と
も
に
海
外
の
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
知
る
。

②
日
本
語
非
母
語
話
者
に
日
本
語
を
指
導
す
る
こ
と

に
よ
り
、
日
本
語
を
再
認
識
す
る
。

③
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
国
文
化

を
再
認
識
し
、
国
際
性
を
養
う
。

④
教
育
実
習
や
授
業
見
学
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
・

ハ
ワ
イ
の
日
本
語
教
育
事
情
を
理
解
す
る
。

　

リ
ー
ワ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
で
は

２
０
０
名
以
上
の
学
生
が
日
本
語
を
勉
強
し
て
お

り
、
日
本
語
の
授
業
も
活
発
に
行
わ
れ
る
ほ
ど
日
本

語
に
対
す
る
関
心
も
高
く
、
研
修
先
と
し
て
最
適
の

環
境
に
あ
る
大
学
で
す
。
そ
の
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
30
コ
マ
以
上
の
日
本
語
の
授
業
を
四
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
担
当
す
る
た
め
に
、
学
生
は
研
修
前

の
事
前
準
備
と
し
て
教
案
・
教
材
の
作
成
と
練
習
を

反
復
し
、
研
修
中
は
日
本
語
学
習
者
の
反
応
を
見
な

が
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

交
流
会
で
は
日
本
の
文
化
を
紹
介
し
た
り
、
ゲ
ー
ム

を
通
じ
て
親
交
を
深
め
た
り
す
る
ほ
か
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク
や
市
内
観
光
を
リ
ー
ワ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
の
学
生
と
共
に
行
い
、
学
生
た
ち
は
ハ
ワ
イ

の
文
化
や
〝
ア
ロ
ハ
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
〟
と
呼
ば
れ
る

ハ
ワ
イ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
学
ぶ
機
会
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

城
西
国
際
大
学
で
は
２
０
０
９
年
か
ら
こ
の
制
度

を
利
用
し
、
姉
妹
大
学
大
学
に
お
い
て
日
本
語
イ
ン

タ
ー
ン
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
度
も
左

表
の
姉
妹
大
学
に
学
生
の
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。

　

城
西
国
際
大
学
で
は
副
専
攻
と
し
て
日
本
語
教
員

養
成
課
程
を
擁
し
、
２
０
１
３
年
２
月
17
日
か
ら
３

月
４
日
ま
で
、
ハ
ワ
イ
に
あ
る
姉
妹
大
学
の
リ
ー

ワ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
へ
日
本
語
教
員

を
志
す
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
海
外
派
遣
し
、

日
本
語
教
育
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
実
習
は
独

立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。（
独
）
国
際
交
流
基

金
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
本
語
教
員
養
成
の
一
環

と
し
て
、
海
外
に
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
派
遣
し
、
海

外
で
の
日
本
語
学
習
を
支
援
す
る
機
会
を
提
供
す
る

と
同
時
に
海
外
の
日
本
語
学
習
現
場
を
学
生
に
体
験

さ
せ
る
内
容
で
す
。

　

本
学
で
は
こ
の
研
修
を
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

の
一
環
に
位
置
付
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
日
本

語
を
教
え
る
」「
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
」
と
い
う

活
動
を
通
し
て
日
本
と
い
う
国
、
文
化
、
言
語
を
外

か
ら
見
る
こ
と
に
よ
り
世
界
の
中
の
日
本
を
学
び
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
こ
の
研

ハ
ワ
イ
の
リ
ー
ワ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
で

海
外
日
本
語
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

日
時
：
２
０
１
３
年
２
月
17
日
～
３
月
４
日

場
所
：
リ
ー
ワ
ー
ド・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ（
ハ
ワ
イ
）、ア
メ
リ
カ
合
衆
国

修了書を手に

実習の様子

ナ
・
サ
ン
テ
ィ
ワ
ッ
ト
学
長
が
「
両
大
学
に
は
、
学

部
構
成
や
目
指
す
方
向
性
な
ど
共
通
点
も
多
く
、
今

後
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
協
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
展
開
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
協
定
書
の
締
結
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
学
長
に
は
本
学
が
海
外
の
姉
妹
校
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
た
ち
と
取
り
組
ん
で
い
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
Ｌ
︱

Ｗ
ｉ
ｎ
」
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
の
概
要
を
ご
説
明
し

た
後
、
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
学
長
は
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
離

学
後
、
城
西
国
際
大
学
を
訪
問
し
、
各
学
部
や
国
際

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
、
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
ほ
か
、
主
要

施
設
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
大
学
と
の
間
で
、
具
体
的
な
交
流
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

2012年度日本語インターン派遣先
国 名 大 学 名 内 容

１ ノルウェー オスロ大学 インターン派遣

２ ハンガリー ブダペスト商科大学 インターン派遣

３ アメリカ カリフォルニア大学 ロングビーチ校 インターン派遣

４ アメリカ リーワード・コミュニティカレッジ 研修

５ 中国 東北大学 インターン派遣

６ 韓国 東西大学 インターン派遣

７ フィリピン アテネオ・デ・マニラ大学 インターン派遣
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２
０
１
２
年
12
月
４
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
は

住
友
化
学
株
式
会
社
と
寄
付
講
座
を
含
む
日
中
間
の

文
化
お
よ
び
教
育
交
流
の
進
展
と
、
日
中
友
好
関
係

の
深
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
覚
書
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
早
く
か
ら
中
国
の
数
多
く
の
大
学
と
積

極
的
に
学
術
交
流
を
展
開
し
日
中
間
の
学
術
文
化
お

よ
び
教
育
・
文
化
交
流
を
進
展
さ
せ
両
国
の
人
材
育

成
を
通
じ
た
日
中
友
好
関
係
の
強
化
に
貢
献
す
る
と

い
う
本
学
の
取
り
組
み
と
、
事
業
を
通
じ
て
日
中
友

好
関
係
の
深
化
に
寄
与
す
る
と
い
う
住
友
化
学
株
式

会
社
の
考
え
が
一
致
し
た
結
果
、
今
回
の
寄
付
講
座

提
供
を
含
む
覚
書
の
締
結
に
い
た
っ
た
も
の
で
す
。

　

本
学
は
、
中
国
と
の
学
術
交
流
の
一
環
と
し
て
中

国
の
大
学
に
お
い
て
日
本
語
・
日
本
文
学
・
日
本

文
化
・
日
本
社
会
な
ど
の
日
本
研
究
に
従
事
す
る
博

士
号
を
有
す
る
教
員
を
輩
出
し
、
日
中
の
懸
け
橋
と

な
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
学
の
学

術
交
流
提
携
校
で
あ
る
大
連
理
工
大
学
・
大
連
外
国

語
大
学
・
東
北
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
「
日
中
連
携

大
学
院
」
を
設
置
、
幅
広
い
教
育
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

本
覚
書
の
締
結
に
よ
り
、
本
学
が
大
連
理
工
大
学

と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
日
中
連
携
大
学
院
の
博
士

課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
日
本
や
東
ア
ジ
ア
文

化
に
関
す
る
同
社
の
寄
付
講
座
を
開
設
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
寄
付
講
座
に
加
え
て
博
士
論
文
提
出
予

定
者
の
日
本
に
お
け
る
調
査
・
研
究
の
た
め
の
留
学

費
用
、
論
文
出
版
費
用
の
サ
ポ
ー
ト
等
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
学
は
、
今
後
も
企
業
と
の
産
学
連
携
を
深
め
る

こ
と
を
通
じ
て
社
会
に
有
意
義
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。

住
友
化
学
株
式
会
社
と
寄
付
講
座
を
含
む
日
中
間
の

文
化
・
教
育
交
流
に
関
す
る
覚
書
を
締
結

日
時
：
２
０
１
２
年
12
月
４
日

学術交流協定を締結

バンドン工科大学キャンパス

　

２
０
１
３
年
３
月
７
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

バ
ン

ド
ン
工
科
大
学
（Institut T

eknologi Bandung

）

の
ア
ク
マ
ロ
カ
学
長
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

に
来
学
さ
れ
、
本
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の
さ

ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
て
お

り
、
最
近
で
は
特
に
中
欧
や
ア
ジ
ア
で
の
国
際
交
流

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
と
は
、

以
前
か
ら
薬
学
部
を
中
心
に
学
部
と
し
て
の
交
流
が

あ
り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
今
回
の
学
長
来

学
が
実
現
し
、
学
術
交
流
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
は
、
１
９
２
０
年
に
設
立
さ

れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
初
の
技
術
系
高
等
教
育
機
関

で
す
。
ま
た
、
工
学
教
育
に
関
し
て
は
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
運
営
、
財
政
、
ス
タ
ッ

フ
の
質
、
学
生
対
策
、
産
学
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に

わ
た
っ
て
、
模
範
校
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
学
部
構
成
は
、
数
理
・
自
然
科
学
部
、
生
命
理

工
学
部
、
薬
学
部
、
地
球
科
学
・
鉱
物
工
学
部
、
産

業
技
術
学
部
、
電
子
工
学
・
情
報
学
部
、
土
木
・
環

境
工
学
部
、
建
築
・
企
画
・
政
策
学
部
、
芸
術
学

部
、
事
業
経
営
学
部
の
10
学
部
に
１
万
１
千
８
百
名

の
学
生
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

初
代
大
統
領
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
も
こ
の
大
学
を
卒
業

し
て
い
ま
す
。

　

ア
ク
マ
ロ
カ
学
長
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ご
到
着
後
、

水
田
宗
子
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
ら
と
面
会
し
ま
し
た
。

　

締
結
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
「
本
学
は
世
界

の
さ
ま
ざ
ま
な
国
々
と
学
術
交
流
を
深
め
て
い
ま
す

が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
学
と
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

力
を
入
れ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

合
意
を
機
に
両
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
さ
ら
な
る

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
と
両
学
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
に
寄
与
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
続

い
て
、
ア
ク
マ
ロ
カ
学
長
が
「
両
大
学
に
は
、
薬
学

を
は
じ
め
学
部
構
成
な
ど
で
共
通
点
が
多
く
、
今
後

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
協
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
展
開
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
の
概
要
を

ご
説
明
し
た
後
、
今
後
の
具
体
的
な
交
流
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
ア
ク
マ
ロ
カ
学
長
は
協
定
締
結
後
、
東
京

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
主
要
施
設
お
よ
び
、
４
月

完
成
予
定
の
３
号
棟
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
３
月
７
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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２
０
１
２
年
１
月
よ
り
建
設
を
進
め
て
き
た
東
京

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
３
号
棟
が
、
２
０
１
３
年

４
月
に
完
成
、
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
城
西
大
学
・
城
西

短
期
大
学
の
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
と
、
城
西
国
際
大
学
の

東
金
・
安
房
・
幕
張
キ
ャ
ン
パ
ス
を
結
ぶ
も
の
と
し

て
学
校
法
人
城
西
大
学
の
創
立
40
周
年
を
記
念
し
て

２
０
０
５
年
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
都
心
の
中
心
地

に
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
３
大
学
の
学
生
と
大
学
院

生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
セ
ン
タ
ー
や
国
際

学
術
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
、
女
性
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
教

育
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
設
置
し
、
研
究
、
国
際
交
流
、
就

職
活
動
支
援
な
ど
、
学
生
へ
幅
広
い
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
首
都
圏
の
中
心
地
で
あ
る
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
等
に
よ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
情
報
発
信
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
０
７
年
に
は
セ
ミ
ナ
ー
施
設
と
宿
泊
施

設
の
両
機
能
を
も
つ
「
２
号
棟
」
を
同
エ
リ
ア
に
開
設

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
学
が
取
り
組
む
「
幅
広
い
教
養
と
深
い

専
門
性
を
持
ち
、
問
題
解
決
に
あ
た
る
国
際
的
な
人
材

育
成
」
の
さ
ら
な
る
強
化
を
目
指
し
、
こ
の
た
び
新
た

に
３
号
棟
を
建
設
、開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

３
号
棟
は
、
延
べ
床
面
積
が
約
７
千
７
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
、
地
下
１
階
地
上
５
階
建
て
の
建
物
で
、

約
２
５
０
名
収
容
の
大
教
室
を
は
じ
め
と
し
て
中
教

室
や
小
教
室
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
最
上

階
の
５
階
に
は
同
時
通
訳
ブ
ー
ス
を
備
え
た
国
際
会

議
場
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
会
議
場
の
前
に
は

広
々
と
し
た
屋
外
テ
ラ
ス
も
あ
り
、
会
議
の
合
間
に

四
季
折
々
の
植
栽
に
囲
ま
れ
て
憩
い
の
一
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
建
物
は
災
害
に
対
す
る
備
え
も
充
実
し
て

お
り
、
十
分
な
耐
震
性
能
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
自
家
発
電
装
置
等
も
装
備
し
、
万
一
の
事
故
や
災
害

の
際
に
は
、
学
生
や
教
職
員
は
も
と
よ
り
近
隣
住
民
の
避

難
の
際
に
必
要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
救
援
物
資
を

収
納
す
る
災
害
備
蓄
倉
庫
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
下
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
に
対
応

で
き
る
水
田
美
術
館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
、
多
数

の
化
石
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
す
る
大
石
化
石
ギ
ャ

ラ
リ
ー
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
を
開
設

日
時
：
２
０
１
３
年
４
月

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

キャンパス
機能強化

キ
ャ
ン
パ
ス
機
能
強
化

３号棟外観

水田記念博物館
大石化石ギャラリーを併設
　3号棟地下に併設する水田記念博物館
大石化石ギャラリーは、かずさDNA研究
所理事長・分子生物学、分子遺伝学者で
もある大石道夫氏ならびに中国の姉妹校
から提供を受けた化石等を主な収蔵品と
しています。また、本学姉妹校でもある瀋
陽師範大学古生物博物館の協力により制
作された大型肉食恐竜の骨格模型レプリ
カも設置します。
　大石化石ギャラリーでは、「化石から未来
を創る」をテーマに、１億年前の白亜紀の
水棲生物をはじめとする数々の化石や、魚
類の進化史、過去の温室地球と現在の温
暖化現象との比較考察など、タイムカプセ
ルとしての化石が持つ不思議と魅力に迫
る化石標本の展示を行います。
　本学では、この大石化石ギャラリーを通
して、国際教育連携の促進だけでなく、地
域や近隣の子どもたちが科学教育につい
て知的興味を持てるように展示内容はも
ちろん、IT 学習、ワークショップなど工夫
をこらして展開していく予定です。

水田記念博物館大石化石ギャラリー

　

２
０
１
３
年
１
月
29
日
、
第
３
回
日
中
経
済
経

営
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
学
校
法
人
城
西
大

学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
に
て
東
京
紀
尾

井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
ま
し
た
。
大
連
理
工
大

学
交
通
運
輸
学
院
院
長
の
趙
勝
川
教
授
を
講
師
に
迎

え
「
中
国
に
お
け
る
都
市
物
流
の
新
し
い
動
向
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
都
市
に
お
け
る
物
流
の
基
本
的
な
機
能
の

説
明
か
ら
始
ま
り
、
交
通
需
要
の
視
点
で
の
分
析
、

中
国
物
流
政
策
の
特
徴
に
も
触
れ
、
大
変
興
味
深
い

内
容
で
し
た
。
ま
た
、
物
流
に
よ
る
都
市
部
の
大
気

汚
染
へ
の
中
国
政
府
の
対
策
事
例
と
し
て
グ
リ
ー
ン

交
通
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
講
演
後
に
は
講
師
と
の
質

疑
応
答
形
式
で
十
分
な
議
論
の
時
間
を
と
り
、
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
は
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
の
大
学
院
生

と
と
も
に
、
外
部
か
ら
公
的
機
関
や
一
般
企
業
か
ら
も

多
く
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
合
わ
せ
て
約
80
名
の

来
場
客
に
よ
る
大
盛
況
の
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
第
３
回
日
中
経
済
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム 

Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
実
施

日
時
：
２
０
１
３
年
１
月
29
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演する趙勝川教授
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●周辺図
　

２
０
１
３
年
２
月
13
日
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
城
西
国
際
大
学
の
国

際
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
の
独
立
を
記

念
し
、
学
内
外
、
広
く
専
門
家
を
招
き
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
第
４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
小
野
寺
正
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
に
よ
り
「
情
報
通

信
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
通
信
業
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

動
向
と
地
域
別
現
状
や
、
世
界
の
地
域
ご
と
の
通
信
規

格
・
技
術
、
文
化
、
言
語
の
違
い
な
ど
を
背
景
に
し
た

通
信
業
界
独
特
の
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ロ
ー

カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

今
後
の
展
望
・
課
題
と
日
本
の
通
信
業
界
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

の
基
本
事
業
戦
略
等
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
の
質
疑
応
答
に
多
く
の
質
問
や
意
見

が
提
示
さ
れ
、
通
信
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い

て
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
、
大
盛
況
の
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。

 
国
際
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
独
立
記
念

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
２
月
13
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演会の様子


